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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月15日(2019.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集電体上に粒子を含む負極活物質層を有し、
　前記粒子は活物質を含む第１の領域と、機能材料を含む第２の領域と、第１の化合物を
有する第３の領域と、第２の化合物を有する第４の領域とを含み、
　前記第１の化合物と、前記第２の化合物とは、前記活物質の元素と、前記機能材料の元
素とを含み、
　前記第１の化合物の活物質の元素の重量％は、前記第２の化合物の活物質の重量％より
も高く、
　前記第３の領域は、前記第１の領域と、前記第２の領域と、前記第４の領域とを覆う蓄
電装置用負極。
【請求項２】
　集電体上に粒子を含む負極活物質層を有し、
　前記粒子は活物質を含む第１の領域と、機能材料を含む第２の領域と、第１の化合物を
有する第３の領域と、第２の化合物を有する第４の領域とを含み、
　前記第１の化合物と、前記第２の化合物とは、前記活物質の元素と、前記機能材料の元
素とを含み、
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　前記第１の化合物の活物質の元素の重量％は、前記第２の化合物の活物質の重量％より
も高く、
　前記第３の領域は、前記第１の領域と、前記第２の領域と、前記第４の領域とを含む蓄
電装置用負極。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記第１の領域は、前記第２の領域の少なくとも一部と接する蓄電装置用負極。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記機能材料は、前記活物質よりもヤング率が高い蓄電装置用負極。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記活物質は、シリコンを含む蓄電装置用負極。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記機能材料は、チタンを含む蓄電装置用負極。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一において、
　前記活物質は、シリコンを含み、
　前記機能材料は、チタンを含み、
　チタンに対するシリコンの原子数比が、２倍以上８倍以下である蓄電装置用負極。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、
　前記粒子の表面は前記機能材料によって覆われる蓄電装置用負極。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一に記載の蓄電装置用負極を有する蓄電装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の蓄電装置を搭載した電気機器。
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